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特別寄稿 
創刊60号の発行に寄せて 

初代編集長 

JQ1QUY  福田 賢司 

第60号、おめでとうございます。よくぞ

ここまで！ 感謝です。 

創刊のころの話しをしようと思います。元

はと言えば、野原が好きでした。尖った山

頂よりは平らなところ。森の中の小さな

雪原にテントを張ってのんびりしたい。そ

んなこともあって、1980年代前半、私は

山スキーに夢中でした。 

冬の吾妻連峰でソロキャンプをしていた

とき、ラジオから大雪警報が流れてきま

した。登山道も無い山奥にいて、急に心細

くなりました。 

1984(S59)年  JQ1QUY、430MHz

を開局。翌年、「新ハイキング」という雑誌

でアマチュア無線の利用を呼びかけ、連

絡のあった人に免許やリグについての説

明文を配り始めました。利用したのは、当

時私にとって一番身近だった手描きの青

焼きプリントでした。 

1986(S61)年8月 「山岳移動通信」創

刊、週末の山岳移動局とqsoをするうち

に、これはと思う人に執筆を依頼するよ

うになりました。原稿を書いてくれた人に

は無料で配布する仕組みです。ちょうど

ワープロが使われ始めたころでした。 

ちょっと真逆な話しですが、誌面は無線

や登山から離れた話題でどれだけ楽しめ

るかを目指しました(山岳移動運用、も

う、それだけでマニアック過ぎる趣味です

から)。避難小屋で泊まり合わせた人とす

る雑談の雰囲気です。 

独りで山に登る人が自分な

りの思いを綴ってくださいま

した。原稿料も会費も送料も

無し。もともと大きなグルー

プにするつもりはなかったの

で、それでじゅうぶんでした。 

山岳移動通信「山と無線」誌

を野田編集長にバトンタッチ

するまで続けられたのは、み

なさんの文が魅力的だった

からだと思います。 

60 号 達 成 、 よ く ぞ こ こ ま

で！ 本当にありがとうござ

います。 
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特別寄稿 

山と無線誌60号に思う 

第2代編集長 

7K1FAT  野田 弘幸 

山と無線誌60号おめでとうございます。 

37年前に手書きの青焼きコピーで出発

した山と無線誌が37年を経て60号に到

達しました。このような同人誌が37年間

も続くのは珍しいことでは無いかと思い

ます。これは皆さんの山と無線に対する

愛情と仲間に対する敬愛の賜がなしたこ

とだと思います。 

手書き青焼きコピー誌面は原稿の郵送か

ら始まって、手書きがワープロになり、青

焼きがリソグラフ印刷になり、郵送がパソ

コン通信やインターネットになり、編集作

業も切り貼りからパソコンでのDTPにと

次々と時代の最先端ともいえる方法で誌

面が作られてきました。読者数も最高

250名にもなりました。 

伊奈町（埼玉県）の県民活動総合センター

にみんなで集まり印刷や製本を手作りし

ていました。名実ともにみんなで原稿を

書き、みんなで印刷や製本の作業をした

ことが一番の思い出として残っていま

す。そのときのメンバーの顔は今でもす

ぐに浮かんできますし、それ以降も一緒

に山に出かけたり、プライベートのお付き

合いが続いたりしています。 

残念ながら私はもう歩けない体になりま

した。終活の一つとして中学時代からの

写真をデジタル化しました。そのなかで忘

年山行、フェスティバル、ハムフェア、印刷

作業の写真は思い出深いものばかりで

す。そして今でも紙面を飾っている沢山

の福田さんのイラスト、福田さんのお嬢さ

んのイラスト（当時小学生でしたが今はお

母さんになっています）も懐かしいもので

す。 

山の好きな人が山頂で無線通信による偶

然の出会いを楽しむことはどんなにデジ

タル化AI化が進んでも絶対になくならな

い、否むしろかえって求められる楽しみに

なると思います。発行編集をされる方に

は負担があると思いますが楽しい作業で

もあります。ぜひとも100号をめざして

ください。そして読者は原稿をどんどん

寄せて編集長を支えてください。 
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開局1周年記念の乗鞍岳 

JK1IFW  有原 一登 

2021年7月―― 

東京オリンピック開会式のときブルーイン

パルスが都内を編隊飛行したことを覚え

ているでしょうか。雲一つない夏空の日、

虹色のスモークの描く軌跡を眺めては彼

らがどんな無線交信をしているのだろう

と想いを馳せながら、飛行機好きの私は

手元に「航空無線通信士」の無線従事者

免許証を握りしめてこう願いました。 

「私も、この大空に自分の声を届けたい…

…! アマチュア業務でなら私にもできる！」 

そんな得も言われぬ高揚感が身体中を駆

け巡って、秋葉原の無線屋でついにハン

ディトランシーバを購入した私は、勇気を

出してアマチュア無線の世界に飛び込み

ました。局免の年月日は2021年8月27

日でした。 

それから1年後の2022年8月、「もうす

ぐ開局1周年か……」 そんなことを漠然

と思いながら、何か記念に残る運用をし

てみたいなあと感じていました。そのと

きふとアイデアが浮かんだのです。高い

場所から無線をやればハンディ機でも遠

くまで電波が届くはず――そうだ、昔か

ら気になっていた乗鞍岳に行ってみた

い、と。これが、私が山岳移動運用に行き

着いた経緯です。 

実は登山には、とりわけ北アルプスの

山々には昔からずっと興味がありまし

た。テレビの空撮系番組を見ては、自分の

目でこの山々の景色を見られたらすごい

だろうなと思いつつも、道具をそろえる

費用とか遭難のリスクとか、どうも一般

人の感覚で山へは行ってはいけない気が

して行動に移せていませんでした。それで

も、きちんと調査を行って登山靴を用意

すれば、一人でも安全に行くことはでき

るのではないだろうか。無線を楽しみた

いという気持ちがいい具合に活性化エネ

ルギーを押し上げてくれて、開局1周年に

乗鞍岳で記念運用をするという計画が浮

上したわけです。大昔に無線とは関係な

く乗鞍岳に初めて興味を持ってから、実

に10年越しのことでした。 

8月26日、私は前泊した松本から電車と

バスを乗り継いで畳平（日本一標高の高

い（2,702メートル）バス停）に降り立ち

ます。できれば開局1周年ピッタリの27

日に登りたかったのですが、天気がよろ

しくない予報だったので1日ずらして26

日に登る計画に。こんなに高い場所に来

たのは初めてです。酸素が薄いのを実感

することこそありませんでしたが、高度順夏空の思い出 
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応の時間を十分取って、こまめに水分を

取りながら普段の街歩きの半分の速度で

歩くようにするなど非日常の環境に留意

するよう心掛けました。イワギキョウやオ

コジョなど、高い山ならではの動植物に

会えてとても嬉しかったです。 

乗鞍岳の主峰・剣が峰の頂上を目指して

の登山道では、実にダイナミックな風景の

中にいる自分を実感しました。「そうか、

山に来る楽しさって、こういう絶景が自

分の目で見られるということなのだな」

――そんなことをしみじみ感じ取って。途

中からはかなりガレた岩場になり、しっか

りした登山靴を履いてきてよかったなあ

と思いました。乗鞍岳は楽勝だからハイヒ

ールでも登れる、なんて触れ込みを聞い

たことがありますが、絶対嘘でしょって感

じましたね……。まあ、足が怪我だらけボ

ロボロになって帰ってくるということで

あれば不可能ではないのかもしれません

が。他方、登山靴の技術とはすごいもの

で、登山から帰ってきた私の足には傷ひ

とつ付いていませんでした。やっぱり道具

は大事。 

雄大なハイキングを全身で受け止めなが

ら1時間強、いよいよ山頂が近づいてき

ました。この大空を仰ぎ見て、「今私は、人

生でいちばん空に近いところにいるんだ

――！」 そんな高揚感が自ずと湧き上が

ってきます。そしてついに標高3,026メ

ートルの乗鞍岳剣が峰山頂にたどり着き

ました。 

さて、乗鞍岳山頂から無線をする、という

当初の目的を果たさなければなりませ

ん。ザックから愛用のFT-70Dを取り出

して、2メーターでCQを出してみます。す

るとどうでしょう、一声呼んだだけで複数

イワギキョウ 

オコジョがこんにちは 

絶景の登山道 
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の局長さんのコールが聞こえてくるでは

ありませんか。パイルなんて初めてです

し、レポートは59ばかり。高い山って本当

にすごい! 皆さまとたくさん、楽しい交信

をさせていただくことができました。とり

わけ、群馬県太田市の局長さんとつなが

ることができたのは、私の短い無線経験

の中でも最長更新距離（150キロ程度あ

るかなと思います）でした。すっかり、高

山移動運用の魅力に取りつかれてしまっ

た私です。ずっと来てみたかった乗鞍岳

に無線機と一緒についに登ることがで

き、最高の開局1周年となりました。 

自分の足で知らない絶景を見に行こうと

する登山と、自分の力で知らない人に声

を届けようとする無線では、その魅力は

一面において似ているのかもしれませ

ん。私が航空無線通信士を取得しようと

思ったのは好きだった海外旅行にコロナ

禍で行けなくなり、それでも学問の力で

世界の空とつながっていたいと願ったか

らでした。今はハンディ機でV/UHF帯の

運用しかしていないので世界中の空とは

いきませんが、こうして実際に大空に自

分の声を届けて皆さまとお話していただ

けるようになって、アマチュア無線を始め

て本当によかったなあと思うのです。 

JK1IFW、ここまで続けてこられたことに

感謝です。開局1周年記念旅行で大空に

近いこの場所からオペレーションできた

ことを、航空無線通信士として誇りに思

います。そして今シーズンもきっと、どこ

か日本アルプスの山に登ってお山の上か

らCQ出してみたいなあと願うのでした。 
山頂にて 

大空に届け、開局１周年の夢 

高度3,026mのオペレーション 
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1年のあゆみ 

JK1NAG  河野 尚美 

山での無線交信に憧れて、昨年の3月に

3アマ免許を取得し、6月にようやく開局

にこぎつけた私、それから約1年、実際に

無線局の運用を始めてどんな感じだった

か、1年の“あゆみ”をつけてみようと思

う。 

まずは、第一の目標である山での無線運

用。先輩OMに安くて壊れにくく使いやす

い、と薦められたFT-65を購入。若干重

さを感じるものの、非常事態にも備える

ことを考え、実際の運用の有無に関わら

ず、ほぼ毎回山行に持参した。しかし、無

線をしない人との山行で無線をすること

がいかに難しいか徐々にわかってくる。

そもそも山の会では休憩時間は最長でも

20分。昼食を取るとほとんど無線する時

間はない。それじゃぁ、歩きながら無線す

ればいいか、と思い何度か試みるが、アッ

プダウンで音声が途切れる、相手のコー

ルサインなどすぐには覚えられず、かとい

って歩きながらのメモは至難の業。最後

尾にしてもらいなんとかしようと思うが、

タイミングも合わずなかなか思い通りに

いかない。結局、主に聞きながら歩き、眺

めの良い電波の飛びそうな所での休憩時

にタイミングよくCQが聞こえたら呼ぶ、

という形がメインになる。ごくたまに無線

に理解ある人達と少人数での山行となっ

た場合のみ、自分からCQ出して少し交信

を楽しむことができた。 

また、アンテナを持参し、腰を落ちつけて

の山での無線移動運用に数回参加した

が、同じ場所で近い周波数で呼ぶことが

できない、大人数で行くと順番待ちにな

るという事を知った。交信してる人以外

は座ってだべってる感じ。うーむ、なんだ

かなぁ、、、、楽しいのか? でも、仲の良い

友 達 同 士 な ら い い の か も 。 で も 、

430MHzと144MHzしか出せないな

ら、2−3人、多くても4人までかな、、、無

線だけじゃなくて、山ご飯やスケッチなど

他の楽しみの準備もしていけば良さそう

だな、、、とここで認識。4月に三の塔に3

人で登った時は、交代したり、山ご飯を準

備したりして楽しく移動運用ができた。今

後どういう形で登山と無線を組み合わせ

て楽しんでいくか、まだまだ課題はある

けれど、色々試行錯誤しながら楽しんで

行きたいと思う。 

（実際に交信できたお山： 当麻山、鎌倉六

国見山、燧ケ岳、鳥海山、谷川岳、高尾

山、三俣蓮華岳、黒部五郎岳、北穂高、前

穂高、奥穂高、岐登牛山、瑞牆山、蝶が

岳、常念岳、妙高山、上州武尊、三嶺、湘

南平、鳶尾山、八菅山、甲武信ヶ岳、扇山、

武山、丹沢三峰、比叡山、巣雲山、蛭が

岳、塔ノ岳、入笠山、三の塔、夏沢峠、大丸

山、小鋸山） 
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次に、固定局からの運用。当初、あまり家

からの無線は考えていなかったが、高尾

山でYLさんと交信し、定期的にオンエア

ミーティングをしたり集まったりしてるの

で、ぜひ一緒に楽しみましょうと紹介され

た。あー、そんな楽しみ方もあるんだ、と

思い、OMさんに相談すると、無線機の選

択、アンテナの設置を手伝ってくれること

になり、思い切ってFT-991を購入し、家

でも楽しめるようにセットアップしてもら

った。しかし我が家はあまりロケーション

良くなく、アンテナも大掛かりのものでは

なかったので、設置当初は平日の朝晩は

あまり聞こえないし、土日は山に行くこと

が多くほとんど家にいない。運良く夜に

交信相手見つけて喋ってると、夫からは

うるさい、知らないおじさんと喋って何

が楽しいんだ、と文句や嫌味を言われる。

うーむ、使えないじゃん、これは宝の持ち

腐れか・・・どうしようか・・・と放置気味。

でもやっぱりなぁ・・・せっかく買ったしな

ぁ・・・と思案し、思いついたのがCWと

FT8。なんとか144、430MHz以外も

入るようにできないかOMさんに相談

し、ロケーションやアンテナを色々工夫し

て7MHzなども入るようにセットアップ

FT-65あちこちに連れ出してみました。山だけじゃなくて海にも…。 
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してもらった。FT8はパソコンのセットア

ップで比較的容易に始めることができた

が、問題はCW。中年となりいろんな能力

の衰えてきた我が身では、覚えてもなか

なか聞き取れない、頭がついていかな

い・・・。でも、いずれできるようになって、

お山からもCWできるようになりたいっ

て目標ができた。また、無線を末長く楽し

むため、今のうちにできること、と思っ

て、e-learningで2アマも取得した。こ

れで準備万端、かな、と今のところは思っ

ている。 

ということで、今年のあゆみは、よくでき

ました、丸〇、かな。いや、大変よくできま

した、二重丸◎つけてもらえるかな。少な

くとも、もっと頑張りましょう、三角△、よ

りはいいと思うけど。 
甲武信小屋でテント泊。 

テントの中からも交信できました。 

QSLカードつくってみました。ちょっと字が小さすぎると指摘されましたが…。 
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丹沢・三ノ塔で144MHz SSB 

～山と無線 2023年春の一斉移動運用～ 

JE4OFK  藪内 英男 

2月中旬、山と無線MLで「春の一斉移動

運用」を実施しようという計画が持ち上

がる。確かに秋だけでは勿体ないかな? 

という気持ちはよくわかる。運用機会の

増加につながるナイスアイディアである。 

時を同じくして、JF6MZN宮崎さんから

「一緒に移動しませんか？」という連絡を

いただく。チャンス到来。宮崎さんとの相

談で、移動運用地として塔ノ岳、鍋割山、

大山などが候補に挙がったが、アクセス、

運用可能時間等を考慮し三ノ塔（神奈川

県秦野市 標高1205m）に決定した。 

運用周波数・電波型式は宮崎さんが

430MHz FM、私が144MHz SSBを

選択。本当は50MHz SSBにしたいとこ

ろだったが、4月下旬の開催。もしもEス

ポが出てしまったら相手にされなくなる

…という心配があった。どうやらその心

配は結果的に杞憂だったようである。ま

ぁ、物事何でも結果論。致し方あるまい。

あと、心の奥底に「144MHz SSBに出

たい」という気持ちがあった。50MHzを

開局するときに導入したFT-690の姉妹

機であるFT-290。学生時代から社会人

になり立ての頃に発売されていた無線機

である。 

50MHzがやりたくてFT-690を購入し

たが、FT-290までは手に入れることが

できなかった。 

私はこれを2020年11月に入手。それま

で 144MHz SSB は 往 年 の 名 機 TS-

700GⅡによる自宅からの運用のみであ

り、移動運用の実績は皆無であった。 

移動運用の時にどんなアンテナを使うの

か…50MHzは水平偏波のアンテナが主

流だが、144MHzなら垂直偏波。真っ先

に思い浮かんだのがサガ電子工業のアロ

ーライン。HFからアマチュア無線の世界

に飛び込んだ私が、開局5年目にして2m

を始めるときに最初に使ったアンテナが

アローラインだった。これならザックに入

れられそうだし、設営も簡単ではないか? 

という発想である。あの「神秘的な電波の

飛び」を再び味わおうではないか! 当時の

実売価格が2500円くらいだったと記憶

している。今では4倍近い値段に上昇して

いる。これも致し方ないであろう。 

FT-290にサガ電子アローラインAL-

144Fの組み合わせ。自称「昭和スタイ

ル」のノスタルジック運用。これが今、私の

アマチュア無線ライフの主流となりつつあ

るが、何はともあれ、自分自身が楽しいと
発売当時には買えなかった 

八重洲無線FT-290 
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思えることが大切なのだ。 

4月23日。天気予報は晴れ時々曇り、予

想最高気温20℃であったが、朝からどん

よりとした曇り空。そのせいか気温も低

め。ただし、雨の心配はなさそう。 

0500自宅を出発。セブンイレブンで朝

食を調達。県道70号線でヤビツ峠を越

え、0555菩提峠駐車場に到着。この時

間にして菩提峠駐車場はほぼ満車。やは

りこの時期は登山客も多く、早く到着して

おいて正解であった。 

私が車を停めた反対側に宮崎さんらしい

人影を発見! 恐る恐るご挨拶すると間違

いなくJF6MZN宮崎さんだったのでホ

ッと胸を撫で下す。何しろ面識はあるも

のの、2021年12月、須崎さん、図子さ

ん、新見さんとともに横須賀市鷹取山へ

行ったときに1度お会いしたことがある

だけで、今回が2回目。あのときからすで

に1年半ほど経過している。人違いでなく

てよかった。 

宮崎さんの車の後ろには、急遽参加する

ことになったJK1NAG河野さんが朝食

の準備をされているところであった。早

速ご挨拶。河野さんとは今回が初めての

アイボールになるが、山と無線MLでコー

ルサインとお名前は存じており、まるで旧

知のお友だちのようにお話をさせていた

だく。このあたりがアマチュア無線という

趣味のいいところだと、私は強く思う。 

DX、自作、アワード、CW、そして山岳移

動運用など、アマチュア無線の楽しみ方は

いろいろあるが、無線をやっていなけれ

ば決して出会えなかったであろう方々と

コミュニケーションが図れること。これが

最大の魅力ではないだろうか？ 

菩提峠駐車場でおしゃべりをしていたら

アッという間に1時間以上が経過。0713

三ノ塔に向けて出発。しばらくは杉林の

間の道なき急登をジグザク。時折、右に大

山、左に秦野盆地、足柄平野を望む。登り

始めて30分。雑木林、杉林の繰り返しを

経て、0746日本武尊足跡に到着。ここ

でしばらく休憩。 

さらに行くと、大倉尾根、足柄平野が一望

できる大音沢ノ頭に到着。晴れていれば

ここから富士山が大きく見えるのだが、

残念ながら雲に覆われ、山頂だけが僅か

に確認できた。 

ここから先は尾根伝いの道。0814二ノ

塔に到着。せっかく稼いだ標高だが、三ノ

塔に向けて一旦下る。いつもながら勿体

ないなぁ...と思う瞬間。 

日本武尊足跡付近にて 
（左より JE4OFK、JF6MZN） 
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目と鼻の先のように思えるが、ここから

先しばらく歩きづらい木道が続き、長く

感じられる。0829三ノ塔到着。休憩を含

んで1時間16分。まずまずのペースと思

われる。 

早速、アンテナ設営。今日は車でのアクセ

スだったのでケーブルキャッチャーでは

なく3mアルミポール（旗竿）を使ってアロ

ーラインを上げる。2022年秋ごろのML

投稿を読んでいただいた方なら「あぁ、あ

のアルミポールだね…」と思い出してい

ただけるのではなかろうか。 

アローラインの固定はビニールテープで

グルグル巻き。簡単で確実な方法である

が、これをケーブルキャッチャーでやる

と、ビニールテープを取り外すときにグラ

スファイバー表面のオレンジ色の塗装が

剥がれてしまうので要注意。撤収すると

きにはゴミも出る。別によい方法はない

か? 考え中。 

予定していた運用開始時刻に間に合い、

0900にCQ開始。1回目は空振りも、2

回目に横浜市青葉区のJI1AVMに呼ば

れ交信。以降、立て続けに呼ばれ続ける。

今回もおなじみのお友だちからたくさん

呼んでいただく。「今度、久しぶりに一杯

やりましょう…いいですねぇ～ぜひ！」な

どと交信は盛り上がる。もっと長話をし

たいところであるが、グッと我慢の子。パ

イルを浴びているのでショートQSOで切

り上げる。 

2way FT-290での交信も2局と成立

（TNX JN1GIH，JA8XUB/1）。まだま

だ現役USERがいらっしゃることをうれ

しく思う。 

あ る 局 か ら は 「 1990 年 に 境 港 か ら

7MHz CWでお相手いただいています」

と言われ、うれしくなる。荷物の都合もあ

って電鍵は持参しなかったが、電信は大

好きなので、たまには電鍵を叩きたくな

る。問題は需要があるかどうか? リクエス

トがあるのなら、よろこんでCWに出よう

と思うのだが…HW？ 

QRTまで47局と交信。お相手いただい

た各局に感謝。山と無線MLメンバーとの

交信はJJ1STD藤川さん、7K2FAE/1

志村さんの2局のみ。事前のアナウンスを

見ても144MHz SSBを運用するメンバ

ー局は少なく、仕方ない。 

その代わり、「山と無線 春の一斉移動運

用」に関してはできるだけアナウンスして

宣伝しておいた。一斉移動運用の目的は

果たせたのではないかと思う。 

1200に運用終了予定であったが、たく

さん呼んでいただき、最後の交信終了時

刻は1207。 
三ノ塔運用風景 

向こうに見えるのが大山 
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この間、河野さんにラーメンを作ってい

ただいていた。交信終了時刻が延びてラ

ーメンも…とならないように、早足で交

信。後ろ髪を引かれる思いでQRT。パイ

ルで拾いきれなかった局には本当に申し

訳ない気持ちでいっぱい。 

野菜たっぷりラーメンと淹れたてコーヒ

ーをご馳走になる。ありがたや～ありが

たや～。山頂での温かい食べ物、飲み物

は格別。温まるし、疲れが取れる。無線運

用中はずっと曇り空。日差しはなく、とて

も寒かったが、ほぼ無風だったのがせめ

てもの救いであった。 

広げた荷物を仕舞って、1406下山開始

するころにはすっかり人の気配は引い

て、私たち以外は3人ほどになっていた。

午後から日差しが戻り、青空が広がって

きた。もう少し早かったらよかったのだが

…下山は同じルートをピストン。1507菩

提峠駐車場到着。さすがに駐車場の車も

すいぶん少なくなっていた。430MHz 

FMで交信しながら2台連なって走行。秦

野市内でお別れ、ファイナルを送る。 

自宅に帰ってHAMLOGデータ入力しな

がら調べてみると、交信していただいた

47局のうち、1st-QSOは17局。率にし

て36.2%であった。 

2023年4月末現在、総務省電波利用ホ

ームページによれば、アマチュア無線局の

総数は37万局を割り込んだ。しかし、そ

れでもまだまだ1度も交信していない局

は数多く存在する。さて今日は誰と交信

できるかなぁ…と考えながら山へ登る。

そんなふうにこれからも、山登りと無線と

ヤマメシと、そして仲間とのコミュニケー

ションを楽しんでいきたい。 

TNX JF6MZN ES JK1NAG

JK1NAG 河野さん特製野菜ラーメン
をご馳走になる 

記念撮影 左から 
JK1NAG、JF6MZN、JE4OFK 
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楽しい“山と無線フェスティバル” 

JJ1KAE  岩倉 志郎 

このところ大分落ち着いてきているコロ

ナであるが、その為に2019年を最後に

山と無線フェスティバルは開催されてい

ない。誠に残念なことである。最近入会さ

れた方々も多くなり、この催しをご存じな

いメンバーも多くなって来ているのでは

と思う。山と無線フェスティバルとは、山

近くの宿にメンバー一同が一泊して、その

前後に個人や仲間と近くの山に登って無

線運用を楽しむのである。初日の夕食後、

各部屋では山談義やリグ・アンテナの情報

交換など話は大変盛り上がるのである。 

1. その歴史 

私はこの会の創立時からいるわけでは無

いので、全ては知らないのだが本誌57

号の青柳さんや同58号の滝沢さんが書

かれている1993年12月の雁峠山荘忘

年会がどうやら2回目の“山と無線フェス

ティバル”と言ってよさそうである。 

そうなると第1回目は、その前年1992年

正月に日光市の庚申山荘で開かれた新年

会となる。私はその後1995年の入会な

ので参加したのはその年の12月桐生青

少年野外活動センターで開催された忘年

会からである。 

2. 最初の参加 

当時の野田編集長から秋口になると、こ

の山と無線フェスティバル開催の美しい

案内ハガキが送られてくる。これを見る

と直ぐにでも行きたくなるような感覚が

訪れる。でも当時は勤務していたし、その

頃の山行は殆どが自宅近くの奥多摩周辺

ばかりで、案内ハガキの山は結構遠方に

感じることもしばしばだった。今回、97

年は是非にと思って長野・野反湖キャン

プ場で開催される第三回山と無線フェス

ティバルに出席することにした。 

当時、車は普段から乗ってはいたが山へ

は公共交通機関でしか行っていなかっ

た。 

その為道路や登山口の知識も乏しく、今

思うとあまり良い設定ではなかったが、

前日には短時間で登れそうな比較的高い

山・東篭ノ登山に登りその後に山を越え

草津方面に出て目的地へ行くというルー

トを設定した。 

記憶が定かでは無いが、車を地蔵峠まで

進め林道を東に進んで池ノ平の駐車場に

入れた記憶である。当日は曇りで風もあ

った。ゆっくり登って小一時間程でゴロゴ

ロ岩の山頂に着いた。ヘンテナを組んだ

のは良いが､固定する樹木が全くないの

で手で持ちながら受信開始。何とメンバ

ーのJF2HBH堤さんの変調が聞こえてき

野反湖キャンプに集まったメンバー車 
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た。どちらかの局とQSO中だったようだ

が、強引にブレークしてレポート交換して

貰った。これで目的達成、下山開始した。 

車に戻り、野反湖を目指すのだがこれが

中々大変だった。当時の車にはナビは付

いていなく、山中なので道路地図を見て

もはっきりしない。あちこち試行錯誤して

何とか群馬側に出て、やっと野反湖に向

かう道に出たときは内心ホッとした。野

反湖周囲の森は黄葉で真っ黄色でとても

美しかった。湖の北側にあるキャンプ場

入り口に車を進めるとそこには野田編集

長の姿が、でも初参加の当局を知ってい

る訳がない。挨拶をして奥の駐車場に車

を置いてきた。 

夕方になりメンバー各局も集まり、キャン

プファイヤーを囲んでの夕食が始まった。

暗いので仲間の顔はよく見えなかった。

でも顔見知りの人は殆どいないのでこれ

でも良かった。ここ辺りまでは良かったの

だが、この後自分の体調は絶不調に・・・ 

結局、翌朝も絶不調のままだったので何

処の山にも登らずに、SA、PAで休みなが

ら、騙し騙し運転して這々の体で自宅に

戻ったのだった。 

この時残念ながら登れなかった野反湖周

囲の山々(八間山、弁天山、エビ山等5座)

は04年7月にXYLと再訪して登った。 

開催案内ハガキ 
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3. 食事が一番おいしかったフェスティバル 

山小屋や宿の食事はおいしい事に限るの

だが、2018年11月に開催された千葉県

でのフェスティバルは希にみる食事の良

さで、参加全員感激した? ものである。ま

た宿の目の前が海、というのも初めての

ことである。 

当局はこの頃になると自家用車での山行

は控えていたので、同じ沿線住んでいる

JR1NNL後藤さんの車に同乗させてもら

い参加している。いつもお世話になりっ

ぱなしの状態なのだ。 

ここ房総で選んだ山は2.5万図「金束」の

津森山、人骨山等6座だった。標高は

300m程なので移動運用にはもってこい

の気楽さがある。 

最初の津森山は東峰と西峰の2ポイント

稼げるお得な? 山だった。次はここから

程近い人骨山で、山頂からは後に登る富

山の双耳峰が展望できた。二つの山では

後藤さんは山には登らずに車で待機して

いてくれた。申し訳ないことをしてしまっ

た。 

そ し て 本 日 最 後 の 山 は 富 山 ( 北 峰

349m、及び南峰)だが、多くのメンバー

局が登っているに違いない。林道？ の奥

まで車を進めて降り立ったところは富山

遊歩道入口で、45分程歩くと山頂に到着

するとの指導標が立っていた。 

北峰の山頂は結構広く中央には木製の展

望台が設置さていた。ここには予想通り、

多くのメンバーが集結し運用したり､準備

したりしていた。私はここ北峰で日光移動

局とQSOの後、一人で南峰に行ってみ

た。そこには荒れた観音堂と広めの休憩

舎があった。周囲は樹木に覆われていて

展望は殆どないところだった。ここで北

峰にいるJI1TLL須崎さんとQSOしてポ

イントゲットを完了した。山頂からは夕日

が反射している光る海が見えるようにな

って来ていた。運用終了したメンバー各

局と一緒に下山開始。いよいよ今夜の

宿・保田漁港“ばんや”へ向かって出発で

ある。 

途中海の近くで道を間違えたようだった

が何とか宿に到着した。ここは目の前が

直ぐ海で、今までフェスティバルをやった

ことがない土地柄だ。 

宿に到着して部屋割りも決まった後、夕

食が始まる前までそれぞれの部屋では各鬼出没の伝説が残る人骨山(293m) 

富山(北峰) 
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メンバーが今日登ってきた山の事、地図

を見ながら明日の計画、そしてリグ・アン

テナの工夫したことなど話は尽きること

はない。中には早朝出発の疲れが出て一

眠りの局もいるようだ。 

そうこうしている内に、いよいよお楽しみ

の夕食の声が掛かった。一同いそいそと

食堂に向かっていった。 

食堂には刺身の大盛り、魚の揚げ物、煮

物と素晴らしい沢山の料理が所狭しとテ

ープル並んでいた。流石! 漁協直営の宿

の食事だと大変感動したのでものある。 

4. 最終日は南房総市の御殿山(364m) 

翌日の11月11日はフェスティバル最終

日。後藤さんと相談して御殿山に行くこ

とにした。ここ保田の港から東南東の方

向になり、ほぼ半島の中央部分にあたる

ところのようだ。山頂からは内房・外房の

海が見えるかも知れないという期待もあ

る。普段は海を見ることは殆どないので、

半島と言うところに来るとどうしてもこ

のような子供じみた事を考えてしまうよ

うだ。登山口にはトイレ付きの大きな駐車

場があった。 

車道を登って行くと登山口になる。更に

その先で最後の住宅を見送ると山道にな

った。その先しばらく行くと下を見下ろせ

る場所に大黒様が鎮座している。ここか

ら程なく最後のもっこり盛り上がった山

頂部を急登して御殿山に到着した。後藤

さんは中央の四阿で準備始めた。私もさ

っそく開局して奥多摩・赤指山の移動局

と鋸山に登っているJI1TLL須崎さんと

QSOできた。これで房総フェスティバル

で登る予定の山は完了した。後は後藤さ

んの運転で東京に戻るだけだ。往復の運

転本当にお疲れ様でした。 

(登山日:2018.11.10～11) 

楽しい語らいのひととき 

テーブルに並んだ、目を見張るほどの
豪華な夕食 

御殿山山頂から太平洋側を望む 
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小沢峠から棒ノ折山までの 

都県境尾根を歩く 

JH1HRT  津村 和男 

東京に住んでいた頃、東京都と接する埼

玉県との都県境尾根は、雲取山から棒ノ

折山まで歩いていたが、その後、北アルプ

スや八ヶ岳などに目移りして、棒ノ折山以

降の都県境歩きのことはすっかり忘れて

いた。今回の山行は『山と無線』のメンバ

ーが小沢峠から登った山行報告を見て、

まだ歩いていないルートがあったことを

思い出したからだった。また、小沢峠から

細田安楽寺方面へ都県境は続いていて、

「成木尾根ハイキングコース」というコー

スもあるようだ。時間があれば行ってみ

たい。 

（因みに神奈川県との都県境は草戸山ま

で歩いている） 

● 小沢峠へのアクセスは上成木から 

青梅線の青梅駅前から乗った「上成木」行

の都営バスは、私の他には高齢の女性が

一人の二人だけで終点の上成木へ着く

と、そのバスは停留所で待っていた人を

乗せすぐに戻っていった。 

バス停の前には2、3人が入れば一杯に

なりそうな待合所、建築現場にありそう

な一人用のトイレ、そして今では珍しくな

った公衆電話が置かれていた。また、バス

停の真向かいには大きな上成木周辺の

絵地図もあったので見に行くと、小沢峠

方面だけではなく、高水山方面へ行く道

についても書かれていた。 

待合所の中で朝食のいなり寿司を食べ、

荷物を整理してから出発。バス停から舗

装道路を右へ行き、国道53号に出ると

時々オートバイや乗用車が追い越してい

く。正面に見える橋を渡った先に小沢トン

ネルが見えてくる。その橋はわたらずに

右へ分かれる道に入る。 

国道から分かれた道の右側には『小沢峠』

と刻まれた立派な石碑があり、その石碑

の前の道をしばらく行くと人家があるが

行き止まりとなっていた。その手前には

細い踏み跡があり『黒山』への道標があっ

たが、なぜかロープで道は遮断されてい

た。しかし、通行止とも何とも表示されて

はいないので、ロープを跨いで先へ行く

ことにした。 

● 小沢峠 

登っていくと小広くなった場所に出た。そ

こが小沢峠のようだが予想よりも早く着

いたようだ。ここで『細田安楽寺』『成木』

『棒ノ峰』『小沢』の四方向に道は分かれて

いる。もちろん黒山へ行くので棒ノ峰方

向へ行くのだが、峠から黒山方面へ行く

道はすぐ樹林の中の木段を登っていくよ

小沢峠 
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うになる。 

昨日は雨でも降ったのだろうか登山道は

滑りやすくなっていた。樹林の中の道を

行くので天気の様子はわからないが、気

温は上がってきているようだ。登山道沿

いにある木は植林された木なのだろう、

幹はそれ程太くはないが高さは結構あ

る。そんな樹林に囲まれた道を30分ばか

り登っていくと、石造りの小さな祠が安

置されている所に着いた。 

その後も諏訪神社への分岐などがあり、

ちょっと気になったので帰宅後『東京の

山』（読売新聞 八王子支局編 草風社刊 昭

和50年）という本をみると、このルート

は埼玉方面からの信者が多く通っていた

と書かれていた。 

● 長久保山 

小沢峠から一時間二十分ほどで小広い場

所に出たが、そこには『長久保山』という

山名柱や『二級基準点 青梅市』という丸

形のプレートが設置されていた。この長

久保山、昭文社の地図には標高（689ｍ）

のみが記載されているだけで、山名は記

載されてはいなかった。樹林の中のため

眺めはないが、広場にもなっているので、

倒木に腰掛けてちょっと一休みしていく

ことにした。 

長久保山からさらに樹林の中の道を行く

と、突然登山道を横切るように未舗装の

林道が現れた。ただし埼玉県側を見ると

まだ工事は始まっていないのか、通行止

めとなっている。上成木のバス停を出発

して少し行った所で道路工事をしている

のを見たが、あの道がここまで来ている

のだろうか。 

黒山方面へは林道を横切り前にある樹林

の中の道を行くようで、林道のそばにあ

る木の幹には『黒山方面 登山道』という

紙が貼り付けられていた。 

林道を横断して樹林の中の道を行くと道

は緩やかになり、しばらく行くと木に何か

貼った物があったような気がしたのでち

ょっと戻ってみると、そこには『馬乗馬場 

780ｍ』と書かれた紙が貼られていた。

馬乗馬場（地元ではウマノリババと呼ぶよ

うだ）とは一体どのような意味なのだろ

う。 

因みに石尾根には「将門馬場」、丹沢山と

塔ノ岳の間には「竜ヶ馬場」という場所が

長久保山 

馬乗馬場 
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あったが、どちらもあまり起伏のない場

所だったような記憶がある。 

● 黒山では今日最初の無線運用 

馬乗馬場からしばらく行くと前方にピー

クらしい場所が見えてきた。最初黒山か

と思ったが、まだそこは黒山ではなく、さ

らに急登を行き右にカーブして着いたと

ころが黒山の山頂だった。山頂は樹林に

囲まれてはいるが木漏れ日で明るかっ

た。 

小沢峠からの道が登り着いたすぐの所に

は『奥武蔵ロングトレール 黒山』と書かれ

た山名柱があり、小広い場所のほぼ中央

にはちょっと壊れかけた別の道標と、そ

の横には三角点があり、道標の前には壊

れかけたベンチがあった。そのうちの一

つに腰掛けることにした。 

私が黒山に着いた時一人の若い登山者

が三角点の前で休んでいたが、岩茸石山

方面から来たようでしばらく休んでから

棒ノ折山方面へ歩いて行った。その後私

が出発する直前には一人の中年の登山者

が棒ノ折山方面から来ると、しばらく三角

点のある場所を歩き回っていたが、小沢

峠方面へ降っていった。しかし、この登山

者本当に小沢峠方面に降って良かったの

だろうか？ というのは棒ノ折山方面から

来ると岩茸石山方面への道は木に隠さ

れ、ちょっとわかりづらかったからだ。 

さて、ここで今日最初の無線運用を行う

ことにした。今日は平日でもあり、12時

前ということでそれほど430MHzも混

んではいなかった。サブチャンをチェック

してからメインでCQを出すと30分ほど

で坂戸、古河、龍ケ崎、久喜の局、5局ば

かりと交信をすることが出来た。 

● 有間ダムへの分岐 - 権次入峠 

黒山からの降りは昔から登山者が多かっ

たためだろうか、一部石段になっている

所もあり、そこを降ると幅の広い登山道

を行くようになる。二十五分ほどで権次

入峠だった。ここは樹林に囲まれている

とはいえ明るく、黒山よりは広くベンチの

数も多かった。 

黒山から権次入峠に着いたすぐの所には

道標があり、まっすぐ広場を通って行け

ば『棒ノ嶺』、その道とは直角に行けば『有

間ダム』へ行く。私がここに着いた時、棒

権次入峠 

黒山山頂 
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ノ折山で食事を済ませて来た人達だろ

う、そのほとんどが有間ダム方面へ降っ

ていった。 

ここにはベンチが沢山あるが、有間ダム

への降り口のそばにあるベンチに腰掛

け、取り敢えず無線の準備をする。山の頂

上から無線運用をするならわかるが、あ

まり峠で運用することはなかった。しか

し、『日本山名事典』を見ると権次入峠も

記載されていた。そのため昼食休憩を取

るついでにここでも運用しておくことにし

た訳だった。さて、黒山では結構呼ばれ

たのでまず430MHzを聞いてみると、

昼休みの時間なのか、サブチャンネルは

ほぼすべて使われていて出る場所がなか

った。仕方がないので50MHzも聞いて

みたが、こちらはノイズばかりで何も聞こ

えなかった。そのため食事をしてから再

度トライすることにして食事にした。 

食事をしている間にも登ってくる人や降

っていく人など、平日だというのにここは

結構人気がある山のようだ。食事をした

後 も う 一 度 無 線 を 聞 い て み る と

430MHzは相変わらず混雑はしていた

が、なんとか空いたチャンネルを見つけ

CQを出すと、古河市のおなじみさんに呼

んでもらった。ここでは一局だけと交信し

て閉局とした。 

● 三度目の棒ノ折山 

棒ノ折山は以前二度ばかり来ているので

登らずに戻ろうかとも思ったが、ここから

山頂まではそれほど歩くことはないので

行くことにした。 

棒ノ折山山頂 
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権次入峠を出てから最初はそれほどアッ

プダウンのない道だったが、山頂が近づ

くと登りは急になり、木の根の出た道は、

前日にでも降った雨なのか滑りやすくな

っていて登りにくい。しかし、そこを登り

切ると広々とした明るい場所にでた。そ

こが棒ノ折山の山頂で東屋やベンチが点

在していて、何組かの登山者が食事をし

たり休んだりしていた。 

今回の山行の目的は「小沢峠から棒ノ折

山までの未踏の都県境尾根を歩く」とい

うことだったので、一応ここで目的は達

成された。棒ノ折山からの帰路について

は特に決めてはいなかったが、時間的な

ことを考えると奥茶屋方面に降りれば、

青梅線の川井駅までバスで行けるので一

番楽だが、上成木のバス停に置かれてい

た手書きの「高水山周辺案内図」に書かれ

ていた、「逆川ノ丸」とその先にある「富士

山ビューポイント」に興味を持った事もあ

り、黒山まで戻ってから岩茸石山方面に

向かうことにした。 

（山行日：22/05/23） 
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和名倉山遠征 

JA1DGW  望月 直樹 

埼玉県秩父市の和名倉山、別名白石山に

5月21日将監小屋一泊で行ってきまし

た。 

その山に決めた理由は、今秋には喜寿に

なる。野望かも知れないが少し時間の掛

かる山に記念登山に行きたいと思ってい

た。山に行く為の準備はできるだけ歩く、

時には多摩湖周囲を3時間以上歩くなど

して準備を進めていた。その一環として4

月の一斉移動で御前山に登った。しかし

御前山登山では予定時間より遅れての山

頂到着で体力の衰えが身に染みた。その

時点ではどうなるかなと言う気持ちもあ

ったがそれでも諦めず更に少しは歩い

た。 

和名倉山登山は登山情報をネットで検索

すると、健脚の方は将監峠登山口から日

帰りするそうだが自分にはとても無理な

話である。何故なら体力の問題と無線す

る時間が取れないからである。将監小屋

一泊でいこうと決め計画を立てた。 

でも前日の行動で将監峠登山口から将監

小屋までは2時間余のコースタイム。山小

屋泊まりに併せてゆっくり登るのもひと

つの手ですが、それだけでは時間がもっ

たいない気持ち、だとすれば近くの山に

行こう、何処にするか。竜喰山(りゅうば

みやま)は明確な登山道が無いらしい、で

はと別の山でそこそこ近い、翌日のルート

確認を含めて西御殿岩に決めた。 

予定日の前々日までの天気予報では当日

の予報は余り良くない予報が続いてい

た。しかし、前日の予報では20日甲州地

方は曇り、晴れ間があるとの事で決行を

決定。 

一日目は将監小屋経由西御殿岩へ、将監

峠登山口の駐車場は前日に予約電話して

あり余裕の気持ちで7時前に到着。しかし

片側は満車、女将さんに道路反対側に止

めるよう指示を受け駐車、さっと身支度

して先ずは林道歩きの登山開始。 

林道を気楽に歩く途中で6人組パーティ

ーに抜かれた。将監小屋には2時間程で

9時に到着、先に進んだ方々が居たので将監峠登山口 

将監小屋 
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行き先聞くと10時間歩き無人小屋（笹

平）予定と聞き自分には出来ない行程だ! 

頑張る方居るのだと感心した。 

西御殿岩に行く為の荷物をサブリュック

に詰めながら小休止、メーンリュックは前

の小屋に置く。9時半過ぎに御殿岩に向

けて霧の中出発しました。10分程で将監

峠の尾根に出て、昼頃は晴れるかなと気

楽に進む。山の神土四方向分岐点で進路

確認、そこからは緩い登りの登山道、一部

崩れを回り込む以外は概ねまあまあの道

を進む、霧は強烈ではないが霧雨は無

く、もう西御殿岩分岐点のはずとGPS連

動マップ確認すると足下に案内板が寝て

いた。そこからは笹の中でやや急坂、登山

道は余り整備されていないなと思いなが

ら登ると先が明るく尾根が近くなった。

霧の水滴で生き生きとした石楠花の蕾・

花が咲いていた、疲れも癒やされる。 

さらに近くの岩に花弁がハート型のコイ

ワザクラが咲いていた。ピンクの花弁が

いい。そこから山頂は直ぐであった。 

西御殿岩に概ね予定時間の11時前に到

着、霧があり遠望はきかない。割と狭い

山頂で無線の準備、昼食を済ませV・

UHF帯で無線するぞとモニターするがS

メーターは振れているのに音が出ない！ 

アリャアどうしてかな。SQLスイッチを押

すと聞こえる、でもSQLを押しながらの

交信は無理なので色々触って何となく解

除出来た。霧の中でも霧雨が無く、風も

無く寒くも無かった。のんびり11局と

UHFで交信した。 

14時には下山開始、山の神土分岐点手

前で女性一人笠取小屋まで行くと言う。

大したものとこれまた感心。山の神土で

和名倉山から来た方とお会いした。見る

とアイゼンしてる。雪は無いですよねの質

山の神土 分岐点 

西御殿岩 頂上 

無線機 



 

44 

問に、この先登山道が悪いところあり滑

り止めと言う言葉に少し心配しました。お

泊まりの山小屋へは15時半過ぎに到着。 

着替えして玄関のストーブの横で他の方

と雑談して夕飯まで過ごす。夕飯は美味

しいカレーで量が多く6人中最後になり

完食。宿の主人は優しい方でした。皆さん

の寝る準備も手伝い、指示もしてくれた。 

二日目は将監小屋から和名倉山へ、朝四

時半頃? 蛍光灯点灯で起床、5時からの

朝食はネットで見た食事とは大違いの格

段上、どんぶり一杯のご飯とおかず類5

品と多い、ホテルの朝食みたいと皆さん

の感想、女性陣は横の男性にご飯あげて

いました。自分は頑張って完食。 

6時前にご主人と記念撮影お願いして、

サブリュックで行くと話すと置いて行くリ

ュックは下に下ろしてあげると言ってくれ

た。有り難い事です。 

さあ出発準備完了、和名倉山に行くのは

他に4人。自分はマイペースで弱い霧の中

スタート、将監峠から山の神土までの尾

根道は両サイド草刈りされており勾配も

緩やかで歩きやすい。分岐点から先暫く

は前日の情報通りはっきりしない登山道

に倒れた笹と言うか、踏みつけられた上

を滑らないように注意して進む。7時頃に

は天気予報どおり霧もとれて山並みも確

認できるようになり、前方の山も望める

ようになった。西仙波手前から石楠花の

花が咲き石楠花トンネルくぐり抜け更に

進むと富士山と共に見ることもできた。

東仙波は南東から西側は邪魔な木も無く

富士山も見え、見晴らしが良く登ってき

たルートが確認できた。携帯電波環境も

良く突然メール、電話が鳴る。野鳥好きの

知人から珍鳥情報受ける。しかし、急には

戻れないので諦めた。 

小休止して先に進む、そこからも尾根道

19日の夕食 

将監小屋の主人と記念撮影 

石楠花と富士山 
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でも何カ所か岩場で滑りやすい処もあり

注意しないといけない箇所もあったが極

端な登り返しは無かった。国有林でありこ

の間には昔材木の搬出に使用したワイヤ

ーが登山道にも残っていた。 

和名倉山には予定の10時過ぎに到着、三

角点も有る。苔の生えた妖精の居そうな

場所でもあった。和名倉山名は、北側の和

名倉沢の源頭から採られ、白石山は秩父

側の呼称で東仙波の東側芋ノ窪にあると

される白い岩の山からきているらしい。 

他の3人も同じ頃到着しシャッター押して

いただけた。自分は山頂で軽くQSOと思

ったがコンテスト（群馬）でチャンネルはか

なり埋まっていた。コンテスト不参加局に

お声がけした1局で終わった。木陰よりも

陽当たりのいい東仙波まで戻りそこでお

昼とることにした。12時過ぎに到着し昼

食そこそこに無線機にON、山岳移動の

CQ局は見当たらない。自分がCQ出そう

と思いましたがもし長引くと帰りに影響

すると応答の2局にお声がけして行動に

余裕を持たせる気持ちで13時には徒歩

開始した。 

分岐点の山の神土までは慎重に歩いたせ

いか、または疲れて速度が出ないのか予

定より15分オーバーで到着、その先は道

が良いはずと思うと安堵の気持ち、概ね

事前計画の予定時間で動いているとホッ

として元気が出た。下山ルートは当初の

計画では将監峠・将監小屋に寄りリュック

を回収し道の良い林道を歩き登山口に至

る予定、将監小屋は用事無くなり歩いて

ない牛王院平を通り七ツ石尾根を下る。

その登山道は道幅もあり手入れされてい

て割と綺麗な登山道で分岐点までスムー

スに下山できた。でも登りは高度差があ

り辛そうな感じ。その合流点からは林道

歩きとなる。その時点で思ったことは、ル

ートはアップダウンが割と小さく思ったよ

りも脚の疲れや足指の不快感も無く約

10時間の徒歩、何人かに先を譲る、マイ

ペースながら滑る事もなく良く頑張った

と自己満足。 

駐車場に到着して民宿の小母さんからリ

ュックを受領、お茶や天ぷらのご馳走受

け山の話などで少し雑談、もう少し話し

込むと渋滞の事もありそこそこで失礼し

て帰宅した。 和名倉山 山頂 

将監小屋を望む 
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プチ冬山を楽しんだ菜畑山 

JH1QZW  滝沢 芳章 

プロローグ 

道志山塊の山はアプローチが悪くて自宅

から近い割には登り残した山が多かっ

た。若い頃は公共交通機関を利用して山

に登っていたので、どうしても鉄道駅に

近い山を選んでしまう。中年になってマイ

カーを利用できるようになると、逆にア

プローチの不便な山を選んで登るように

なったのは、静寂さを好む者にとっては

当然の結果なのかもしれない。 

そんな中で、前回に菜畑山を訪れたのは

16年前だった。南面にはNHKのテレビ

中継塔があり、専用道路が通行禁止では

無かったので1070mコンターまで上が

る こ と が で き る 。 菜 畑 山 の 標 高 は

1283mなので、約200m差で登ること

ができるというオイシイ山であった。 

その後、この山には何回か登ろうとした

が、倒木が倒れていたり、最近では台風

などの影響で路肩の崩壊などもあり、中

止を余儀なくされていた。それなら、国道

413号線(通称道志みち)から歩けば良

いではないかと言われそうだが、ものぐ

さになったのはマイカー登山と加齢によ

るためか(要は、体力が落ちてきたことへ

の裏返しなのですが)。 

なんと雪がある 

暫くぶりに訪れたのは昨年の12月だっ

た。国道から専用道路に入ると獣用のゲ

ートがある。里山の喪失によって田畑を

荒らされる被害が増加し、この道志村で

は共同でフェンス囲いすることを選択し

た。人間が檻の中にいるようで、昔では

考えられなかったことだが。 

ゲートを開けて、専用林道を上がるに従っ

て、「道志みち」には無かった白い物が

所々に積もっていた。前日は冬型で日本

海側は大雪の映像が流れていたが、太平

洋側でも標高が高い所は雪だったのだ。

終点まで行けるかどうか、ヒヤヒヤしなが

ら登っていくと、幸いにも4WDのノーマ

ルタイヤで、なんとか登りきることができ

た。 

雪の華 日の出 
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気持ちよい雪道 

登山道には危険個所も無いので、足回り

はチェーンアイゼンなしの長靴とした。最

近の登山では、安いビニール雨具と長靴

のセットが定番になっている。転倒しても

下半身が汚れるのを防ぐためで、もちろ

んゴアの雨具もザックに入れてある。 

この長靴は、最近「コメリ」でゲットしたも

ので、一足400gとゴム長に比べて半分

の軽さで、非常に歩きやすい。 

7:40に出発。登るに従って雪が増えてき

て、全面雪景色になった。歩く度にキュッ

キュッと締まった心地よい音を久しぶり

に聞く。 

クマの足跡がある 

中間あたりまで来ると、動物の足跡が横

断していた。大きさからクマの足跡で、今

朝のものだろう。 

上越や会津では、残雪期に良くクマを目

にしたが、クマの方で先に気付いて逃げ

てくれた。その速さは驚異的で、体が沈む

軟雪であっても走るようなスピードだっ

た。もし向かってこられたら、とても逃げ

切れるものではない。 

無雪期には、一度だけ接近したことがあ

る。それは赤湯温泉で、温泉先の尾根取

り付き付近にクマを発見し、あわてて地

面に這いつくばった。距離は50m足らず

だったと思う。幸い風下だったので、クマ

はこちらに気付かなかったが、心臓はバ

クバクだった。 

その後視界から消えたが、クマのいた方

向に進む勇気はなくて、苗場山登山は中

止して引き返した。 

先行者の足跡がある 

雪景色が綺麗で、写真を撮りながらノン

ビリと歩き、8:16に山頂手前の稜線に出

ると、そこにはなんと先行者の足跡があ

った。今倉山方面から、この菜畑山まで往

復している。道坂峠から来たとすれば、暗

い内から歩いてきたことになり、かなり

の健脚者だ。いま流行りのトレランなのだ

ろうか。足跡は、休憩もせずにすぐに引き

返していた。 

クマの足跡 

雪の華 
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雪景色の中でQSO 

山頂の積雪は約5cmで無風。日が上がる

前に、雪景色をカメラに収めてから、雪を

掻いてブルーシートを敷く。こんな景色の

中で運用するのは、尾根伝いにある今倉

山の2020年に続いて二年目。この今倉

山では2005年にも新雪の中でQSOし

ており、これは偶然なのだろうか。 

コンクリート製の東屋は、イスだけ残して

倒壊していた。一本柱では重い屋根を支

え切れなかったのだろう。 

8:50にミズホのポケットDPを立ててピ

コ6で開局したら、良いテンポで呼ばれ続

け、約一時間で26局と交信できた。あま

りにもテンポが良すぎてラグチューする

暇がなかったのは残念だったが。 

その後、美しかった雪の華は過半数が落

ちてしまったが、白い世界に溶け込んで

いるだけで満足し、ノンビリと余韻を楽し

む。対面の大室山は、1000mコンター位

から白くなっている。 

16年前の東屋 

イスだけ残る東屋 

山梨百名山 

雪をかき分けて移動運用 
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トレランに会う 

下りは、落ち葉上の雪が滑りやすいので

慎重に歩を進め、11:30に道路終点に着

いたら、ちょうど一人が歩いて登ってき

た。鳥ノ胸山から来たというトレランで、

これから今倉山まで行くのだという。ここ

はガイドコースにでもなっているのだろ

うか。雪道ではトレランシューズがびしょ

濡れになるが、そんなことはお構いない

ようだ。 

昨今、山でトレランを目にすることが多く

なった。軽装で山の中を走るのは、本人

にとっては快適なのだろう。しかしここは

山の中、万一のことがあったらどう対処

するのだろう。安易にスマホで助けを呼

べば良いとでも思っているのだろうか。

救助隊はそんなに早くは来てくれない。

到着するまでは自分で命を守らねばなら

ない。ツェルト・雨具はあるのか、夜の暗

闇に耐えられるのか。帰りの車で、他人事

ながらそんなことを考えていた。 

(山行日 2022(令和4)年12月18日) 

(投稿日 2023(令和5)年 5月31日) 

丹沢大室山 
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くじゅう連山縦走 

JK1VUZ  三縞 健司 

勤務先の永年勤続休暇（35年）を使って

2022年10月に4泊5日で九州の屋根、

くじゅう連山の縦走旅行を計画した。9

山、紅葉あり、温泉あり、テント泊あり、観

光ありの盛りだくさんの計画だ。 

10月14日（金） 

羽田発のANAで大分に0925着。羽田

空港はどんより曇っていたが大分空港は

晴れている。幸先がいい。初日は移動と

別府観光だ。大分空港からリムジンバス

で別府駅に移動し、路線バスに乗り換え

て別府地獄めぐりのある鉄輪温泉に向か

った。まずはキャンプ用の燃料を購入す

るためにホームセンターに行った。飛行機

移動のキャンプでは燃料の現地調達が課

題なので、どこで購入できそうかをネット

で調べておいた。無事に燃料（エスビット

風の固形燃料）を購入できたので、海地

獄、かまど地獄など観光して、バスで別府

駅に戻って遅い昼ごはんを食べてJRで

豊後竹田駅に1610着。駅舎は武家屋敷

風の外観。ここから路線バスで今日の宿

がある七里田温泉に移動した。 

今夜の宿の「民宿みやま」は登山客や運動

部の合宿などに使われるようだが、今日

の客はどうやら私ひとりのようだ。荷物

を下ろして、宿からすぐの七里田温泉の

下ん湯（したんゆ）へ。日本無類の炭酸泉

で別名ラムネの湯。37℃と低温の温泉だ

が湯船につかるとからだ全体がシュワシ

ュワと泡で覆われ、炭酸の効果なのか長

湯をしているとじわっと温まってくる。宿

に戻り、夕食は豊後牛の焼肉食べ放題。

満腹になって寝た。 

10月15日（土） 

2日目は大船山（たいせんざん）に登って

坊ガツルの法華院温泉に下山する。 

民宿でたっぷりの朝食をいただき、宿の

軽トラで岳麓寺登山口から標高840m付

近まで送ってもらった。宿のオヤジが言う

には、昔はこちらからの登山が表だった

のだけれどやまなみハイウエイが整備さ

れてからは反対側の長者原から登る人が

七里田温泉 ラムネの湯 ひとりで焼肉食べ放題の夕食 
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ほとんどになったとのこと。 

0800に登山開始。宿から歩く計画だっ

たので1時間早くスタートできた。天気は

晴れ、少し暑い。すすきが広がる気持ちの

良い舗装路を快調に40分ほど歩くと登

山口。ここから登山道を登り始めた途端

に、暑さと昨夜からの食べ過ぎとテント

泊装備の重さで足が進まなくなった。あ

っという間に後から来た3組に追い越さ

れた。なかなか進まない足をなんとか動

かして登っていくと標高1400m付近の

山中に突然大きな石造りの史跡が表れ

た。当地の岡藩主で大船山を愛した中川

久清の墓所だそうだ。ここからは登りが

きつくなる。1時間あった計画からのアド

バンテージは20分に減っているが少し

休 憩 を し て 再 び 登 り 始 め る 。 標 高

1600mくらいからは登りが緩くなり紅

葉が濃くなってきた。紅葉には少し早い

と思っていたので嬉しい誤算だ。みごと

に紅葉している御池を過ぎると標高

1786mの大船山山頂に到着。時刻は計

大船山 御池のみごとな紅葉 

大船山山頂 
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画どおりの1200。コースタイム+1時間

の4時間かかった。登山客で賑やかな山

頂から少し離れてDJ-G7で430MHz 

FMをワッチすると近くの鶴見岳の移動

局が聞こえてきてS2S QSOができ、続

けて福岡県、愛媛県、山口県、広島県とつ

ながった。簡単な昼ごはんを済ませてか

ら、FT-817NDと釣竿バーチカルに切り

替えて21MHz CWでSOTAサービス。ト

ータル11QSOで1400に終了して下山

を開始。坊ガツルを経て1600に法華院

温泉山荘に到着。山荘のテントサイトに空

きがなければ坊ガツルのテント場（無料）

まで戻るつもりだったが、幸いまだ空き

がありテントサイト800円+温泉500

円。夕飯は別府で購入した燃料でお湯を

沸かしてカップ麺。山荘の温泉に入った

あと、山荘で購入した缶ビールで乾杯し、

久しぶりの満天の星を楽しんだ。 

10月16日（日） 

3日目はくじゅう連山6山を縦走して牧ノ

戸峠に下山し、バスで由布院に向かうか

なりタイトな計画だ。 

まだ薄暗いうちに目が覚めた。よかった、

晴れている。湯を沸かしアルファ米の朝

食。明るくなるのを待ってテントを片付け

たが、久しぶりのテント泊で手際が悪く出

発は0700。スタート時点で計画から1時

間遅れてしまった。鉾立峠に向かう道は

令和2年7月豪雨の爪痕がひどく大小の

岩や枯木で歩きにくい。途中ですれ違っ

た女性ハイカー2人に「シラクチに行くの

ですか、大変ですね、頑張ってください」

と不気味な脅かしを受け、ビクビクしなが

360度大展望の白口岳山頂 
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ら進むことになった。鉾立峠から白口岳

（しらくちだけ）への登山道はぬかるんだ

粘土でスリップ痕がたくさんあり、あぁ脅

かされたのはこれのことだなとわかっ

た。おそらく山荘から往復するものと思っ

たのだろう。重装備の下山には使いたく

ないルートだ。0900に標高1720mの

白口岳山頂に到着。360度の大展望の広

い山頂からは坊ガツルの全景が俯瞰でき

る。昨日の大船山や遠くには明日の由布

岳も見えた。青空の下、もうここで昼寝し

たいくらい気持ちがいいが、計画からの

遅れが2時間に拡がっていてのんびりし

てはいられない。DJ-G7で433MHz 

FMをワッチすると山口ロールコールが

聞こえてきたのでチェックインして1QSO

で終了。急ぎ足で分岐点の稲星越まで下

った。 

次は稲星山（いなぼしやま）を経由して中

岳に行く計画だったが、遅れを挽回する

ため稲星山はパスしてまっすぐ中岳に向

かう。稲星越から中岳への狭い登山道で

は両側に茂っている硬い低木が半袖の腕

を引っ掻いて思わず「痛てっ」と声が出て

しまい、慌ててウインドブレーカを重ね着

した。1000に標高1791m、九州本島最

高峰の中岳に到着。稲星山での運用をパ

スしたおかげで遅れは15分まで短縮し

た。山頂はさすが九州の屋根、くじゅう連

山全体が見渡せる素晴らしい眺望だ。

DJ-G7でワッチをすると、さきほど交信

できた山口ロールコールが1200MHz

で聞こえるので、8エレ八木をセットして

コ ー ル し つ な が っ た 。 そ の 後 も

1200MHzで山口県、福岡県と交信がで

き 、 続 い て DJ-G7 と RH-770 で

中岳山頂から坊ガツル方向 
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144MHzで福岡県、熊本県、山口県、

430MHzで長崎県、熊本県、佐賀県、広

島県と交信し、トータル15QSOで終了。

ついつい時間を忘れて交信していて気づ

いたらまた計画からの遅れが50分に拡

大していた。 

下った分岐点から次の目的地の天狗ヶ城

を見上げると怖そうな岩山で「滑落注意」

の立て札もある。中岳で遅れを拡げてし

まったこともあり、滑落注意を言い訳に

天狗ヶ城はパスして、御池の縁を通って

久住山に向かう。ここは山頂まで往復す

るので、山頂手前の分岐にテント装備の

重いザックを置いて、DJ-G7だけを持っ

て標高1787mの久住山山頂まで急ぎ足

で登り1220に山頂着。星生山から三俣

山にかけての荒涼とした景色が面白い。

阿蘇山も見えた。ここでは144MHzと

430MHzで1QSOずつで終了。近くに

いた方に山頂標識で記念写真を撮ってい

ただき1300に撤収。来た道を戻り、ザッ

クを拾って次へ向かった。 

次の目的地である星生山への分岐の久住

分かれでちょっと悩んだ。天狗ヶ城をパス

して計画からの遅れはほぼ解消していた

が、今日はコースタイムから遅れ気味で、

もし牧ノ戸峠の最終バスに乗り遅れたら

立ち往生してしまうので、こんな素晴らし

い景色はもう一度見に来るべきと自分に

言い訳をし、星生山をパスして牧ノ戸峠

に向かった。色とりどりのみごとな紅葉

を堪能しながらしっかり整備された登山

道を下って牧ノ戸峠に1500着。計画よ

り20分早くゴールした。ようやくうまれ

久住山山頂から星生山方向 
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た余裕時間でビールとソフトクリームを

いただき、ちょうど来た1528発由布院

行きのバスに乗った。 

湯布院の宿は金鱗湖の近くのペンショ

ン。ここで2泊する。 

10月17日（月） 

今日は由布岳を予定していたが朝からあ

いにくの雨で登山は中止し湯布院観光に

した。正直なところ、昨日の縦走でヘトヘ

トにつかれていたので恵みの雨だ。 

湯布院は小さな町なので1日で十分に観

光できる。金鱗湖の湖畔にある茅葺屋根

の共同温泉などでのんびり過ごした。 

10月18日（火） 

今日は東京に帰る日。大分空港からの飛

行機は最終便を予約しているので、途中

の鶴見岳標高1375mに登った。登った

といっても、山頂直下までロープウエイで

行けるので、片道10分くらいしか歩いて

いない。山頂はガスっていて360度真っ

白で何も見えない。時間はたっぷりある

ので、FT-817NDとDJ-G7で18、21、

144、430、1200MHzで1030から

1230まで2時間ゆっくりSOTAサービ

スをしてトータル8QSO。時間は余裕が

あったが気温が8℃で寒くなりロープウ

エイで下山した。 

帰りの便まではまだ時間があったので、

杵築でバスを途中下車して城下町を散策

し、最終便のANAで羽田に戻った。 

ということで、4泊5日のくじゅう連山縦

走&無線旅行の成果は5山、SOTA28ポ

イント、37QSOとなりました。初めての

九州登山で、また初のポータブル6の無

線運用となり、これで0～9の全エリアで

無線運用ができたことになります。 

（登山日：2022年10月14日～18日） 

鶴見岳山頂 

湯布院 金鱗湖湖畔の共同温泉 



2022.10.29-30 ⼭と無線⼀⻫移動記録（成果） (band/mode別交信数） 延べ交信局数

局名 氏名 移動日 移動ピーク 移動地 運用時間
メンバー間交信/相手局

()内は受信のみ
*は⼀⻫移動地以外から

    7
 FT8

50
SSB

50
AM

50
CW

50
FT8/
RTTY

144
SSB

144
FM

144
FT8

430
FM

430
FT8

1200
FM total リグ アンテナ

A JH1QZW 滝沢 29日 聖峰 380ｍ 神奈川県伊勢原市 08:00-12:00 D,O,*JM1RNP(山本さん) 3 8 11 ピコ6(1w)、ID-51(1w) ポケットダイポール(50),RH-770直付け
B 29日 雁坂嶺 2289m 埼玉県秩父市/山梨県山梨市 12:00-14:00 2000ｍ級にチャレンジ 0
C    30日 古礼⼭ 2112m 埼玉県秩父市/山梨県山梨市 08:00-11:00 雁坂峠周辺 (T),g,*JE1AOB 0

T,A,a,O,f,Q,*JF1XVD/1,*JJ1SWI/1､
*JJ1IZY,X,W,b,d,P,G

E    30日 大蔵高丸 1781ｍ 山梨県甲州市/大月市 07:00-11:00 I,*JR1NNL,*JJ1STD,*JJ1KAE,m 98 98 VX7(1ｗ） 7ｴﾚループ3ｍH
JI1TLL 須崎 c 1 1 JI1TLL

7M3LKF 図子 c 1 1       50MHz
JI1TLL b,P,D,X,O,d 8 8            FT-690 ヘンテナor ホイップ

7M3LKF 0   430MHz
JI1TLL 神奈川県足柄上郡山北町 *JA1VVH,*JJ1SWI/1 15 1 2 18 C-710 RH-770

7M3LKF *JA1VVH 5 5 1200MHz
JI1TLL 須崎 0 C-710 自作ツインループ

7M3LKF 図子 神奈川県足柄上郡山北町/相模原市緑区 0
JI1TLL 神奈川県相模原市緑区 E 1 1 ７M3LKF

7M3LKF           30日 無し 1 1       50MHz
JI1TLL 神奈川県愛甲郡清川村 *JJ1STD,*JJ1KAE,*JR1NNL 28 28            NTS-620 ワイヤDP

7M3LKF *JJ1KAE,M(JF6MZN） 3 3   430MHz
s ⻯ヶ⾺場 1504m 神奈川県愛甲郡清川村/足柄上郡山北町 N 1 1     DJ-G7 ホイップ
t 7M3LKF 図子           30日 日高 1461m 無し 1 1   1200MHz
u 大丸 1386m 神奈川県秦野市/足柄上郡山北町 0     DJ-G7 ホイップ

JI1TLL 須崎 神奈川県秦野市 Z,*JH1QZW 2 5 7
7M3LKF 図子           30日 1 1
JI1TLL 神奈川県足柄上郡松田町 1 1

7M3LKF 0
JK1NAG 河野 *JJ1STD 4 4 FT-65(5ｗ) 付属ホイップ

M JF6MZN 宮崎 八菅⼭ 225ｍ 神奈川県愛甲郡愛川町 *JH1QZW 5 5 FT-65(5ｗ) 付属ホイップ
JJ1ZBO ＊      30日 10:00頃〜 J 2 1 3 FT-818ND(2.5ｗ)
JK1NAG 河野 5 5

N JF6MZN 宮崎 鳶尾⼭ 235ｍ 神奈川県厚木市 4 4
JJ1ZBO ＊ 1 1 2

O JR1NNL 後藤 29日 扇⼭ 1138ｍ 山梨県大月市/上野原市 10:00-14:00 A,D,n,P,Q,X,a,b,f,*JA1VVH 52 0 12 64 KX3＋リニア、TH-D75 5ｴﾚF9FT(50)4.5mH､  RH-770 4.5mH
P JE4OFK 薮内 29日 大⼭見晴台 769ｍ 神奈川県厚木市/伊勢原市/秦野市 10:00-13:00 Q,W,b,d,O,X,D,F 36 36 FT-690(2.5ｗ) DP
Q JF2HBH 堤 29日 浅間⼭ 516ｍ 静岡県賀茂郡東伊豆町 10:00-14:00 O,D,P,X,(d) 26 3 29 FT-857DM(50w),FT-60(5ｗ) 2ｴﾚHB9CV(50)4mH、RH-770直付け
R JK1NRL 竹之内    30日 子持⼭ 1296m 群馬県渋川市/沼田市/吾妻郡高山村 10:30-13:00 0 DJ-D7、KX3 DP(50)1mH、RH-770 4mH
S JF1TPR 熊野谿    30日 天狗岳 2646m ⻑野県茅野市/南佐久郡⼩海町 12:00頃 本沢温泉 (成果：温泉三昧） 0 0 SRH999(1200)1mH

IC-705(5ｗ)､ ID-52 DP(50)4mH、RH-770 4mH
U JJ0OPV 清水 悪石(あくいわ）1850m 埼玉県秩父市/⻑野県南佐久郡川上村 11:00-12:10 *JA1VVH 8 8
V 十文字⼭ 2072ｍ 埼玉県秩父市/⻑野県南佐久郡川上村 07:00-09:20 *JL1FDI/1,*JA1VVH,v 7 7
r 悪石(あくいわ）1850m 埼玉県秩父市/⻑野県南佐久郡川上村 Z,e,*JL1FDI/1 5 5
W JJ1KAE 岩倉 29日 磯⼭ 105ｍ 栃木県真岡市 11:20-12:10 D,P,(a),(b) 6 6 ピコ6 +リニア(10ｗ） ヘンテナ2ｍH
X JJ1HWM 片桐 29日 丸岳 1156m 神奈川県足柄下郡箱根町/静岡県御殿場市 11:00-13:00 D,Q,P,O,F 18 4 22 IC-705(5ｗ)、DJ-G7 円ループ(430),RH-770,7ｴﾚ円ループ(1200)
Y 29日 八溝⼭ 1022ｍ 福島県東白川郡棚倉町 11:00-13:00 JA1VVH,a,d 10 10
Z    30日 燕⼭ 701ｍ 茨城県桜川市 09:00-12:00 K,e,*JA1VVH,U,k 8 8
a 29日 丸⼭ 960ｍ 埼玉県秩父郡横瀬町 09:30-14:00 D,O,*JA1VVH,Y,d,s  18 8 26 IC-705(5ｗ） SKY DOOR(50)3mH、 RH-770 5mH
m    30日 狭⼭富士 151ｍ 東京都東大和市 g,E,(e),o 14 14 FT-817ND(5ｗ) 5ｴﾚ八木(430）
b 7K1BAE ⻘柳 29日 津久井城⼭ 375ｍ 神奈川県相模原市 11:00-13:30 (Q),(w),D,P,f,O,F 14 14 FT-817(2.5ｗ） ポケットダイポールPAN-62S(50)
c JK1RGA 河野 29日 高尾⼭ 599ｍ 東京都八王子市       - n 2 18 0 20 ハンディー機 ホイップ
d 29日 三王⼭ 253ｍ 茨城県常陸大宮市 10:30-14:30 D,F,P,T,a,b,(O),(Q),(f) 6 1 2 1 10
e    30日 檜⼭ 510ｍ 福島県東白川郡矢祭町 10:30-15:30 Z,l,o,r*JA1VVH,*JJ1IZY,(k),(m) 2 2 2 11 10 3 30
f 29日 物見⼭ 375ｍ 埼玉県日高市 10:00-14:00 O,j,b,D,*JF1XVD,*JA1VVH 28 15 4 47
g    30日 登谷⼭ 668ｍ 埼玉県秩父郡皆野町 10:00-14:00 E,*JJ1HWM,*JA1DGW,*JS1QJE 18 45 63
h 三子⼭ 568ｍ 滋賀県甲賀市 *JE1AOB,*JA1VVH 1 1 2
i 四方草⼭ 667ｍ 三重県⻲山市 0
j JJ1STD 藤川 29日 石砂⼭ 578ｍ 神奈川県相模原市緑区 10:00-15:00 f 2 5 3 10 FT-817ND(5ｗ)、DJ-G7 HFJ-350M(50)、RH-770、Twin-Delta
k JL1FDI 村上    30日 残⾺⼭ 1108ｍ 群馬県桐生市 10:00頃〜 Z,U,*JJ1HWM 1 9 10 ピコ６(1ｗ)、ID-31 DP or ヘンテナ(50)、5ｴﾚ八木(430）
l JH1HRT 津村    30日 古御岳 820ｍ 埼玉県飯能市 11:00-12:00 e 5 5 FT-817ND(2.5ｗ) DP(50)、RH-770
p 上野 313ｍ 08:00-10:00 *JA1VVH 13 5 11 29 IC-705(2.5W) 7M/LNR(EFHW),2/3λヘンテナ(144) 3mH
q 鹿野⼭（白鳥峰）379ｍ 11:50-12:40 *JA1VVH 7 1 3 11 IC-705(2.5W) 7M/Microvert、RH-770 3mH

26局(山頂運用無しの局含む） 38山 20 381 1 4 2 38 16 14 298 10 25 809 2022.11.11

JA1CTC ⼩林         30日 千葉県君津市

7K1CPT   山田

SKY DOOR(50),SRH770,7ｴﾚ八木(430）
8ｴﾚ八木(1200), BiQuad(2400)

IC-705(5ｗ)、DJ-G7 ヘンテナ 、 八木  等

JS3UUU   大塚      30日 09:00-11:00 FT-817(5ｗ)、FT-60(2ｗ) 2ｴﾚHB9CV(50)、5ｴﾚ八木(430）

JA1DGW   望月

JK1VUZ   三縞 FT-817ND(5ｗ)、DJ-G7

ポケットダイポールPAN-62(50),RH-770

2 10

     30日

JO7XCR   渡辺 FT-817(5ｗ)、VX-6

埼玉県秩父市/⻑野県南佐久郡川上村         /
群馬県多野郡上野村

08:30-10:00 D,*JA1VVH 8T
29日

三国⼭ 1834ｍ

K 塔ノ岳 1491ｍ 11:00-11:30

L 鍋割⼭ 1272ｍ 13:00-14:00

I 不動ノ峰 1614ｍ 08:00-08:30

J 丹沢⼭ 1567ｍ 08:30-09:30

G  蛭ヶ岳 1673ｍ 15:30-20:?

H 棚沢ノ頭 1590m       ? -07:00

F 29日 袖平⼭  1432ｍ 神奈川県相模原市緑区 12:00-13:00

ｎ 横⼭沢ノ頭  1160ｍ 神奈川県相模原市緑区 12:00-13:00

FT-817ND(2.5ｗ) ヘンテナ2mH

JS1QJE   關口 ID-31(2.5w) ホイップ

D
JL1BWG   飯田

29日 牛奥ノ雁ヶ腹摺⼭ 1994ｍ 山梨甲州市 10408:00-12:00 104



2023.04.22-23 山と無線⼀⻫移動記録（成果） 延べ交信局数

移動日 局名 名前 移動ピーク 移動地 運用時間 7
SSB

50
SSB

50
CW

50
AM

144
SSB

144
FM

430
SSB

430
FM

1200
FM

Total 周波数 :リグ/アンテナ

7K1CPT 山田 川越山（カンゼ山）
 766.3m

埼玉県秩父郡横瀬町 10:30~13:30 21 2 23 430M  : IC-705 / 2eke   Yagi
1.2G  : DJ-G7 / 3ele   Yagi

7K1BAE ⻘栁 扇山 1138m 山梨県大月市 11:30~13:00 10 10 50M    : 2.5ｗ / ミズホPAN-62

JA1DGW 望月 御前山 1405m 東京都⻄多摩郡奥多摩町 10:00~14:00 7 5 12 50M    : IC-705 / skydoor
430M  : IC-705 / RH770

JF2HBH 堤 浅間山 516m 静岡県賀茂郡東伊豆町 10:19~13:50 40 1 41 50M    : FT-857（50ｗ） / 2エレHB9CV
144M  : FT-857（50ｗ） / RH-770/4mH

大洞山雄岳 1013m 09:00~11:00 13 7 3 23

尼ケ岳 957m 13:00~15:00 2 7 9

九⻤山 970m 11:00~11:20 3 3
⾺⽴山 797m 13:30~14:00 4 4

JH1QZW 滝沢 勝峰山 454m 東京都日の出町 08:00~11:40 52 1 53 50M    : FT-817 / PAN-62
430M  : ID-51 / RH-770

JI1TLL 須崎 権現山 1312m 山梨県、上野原市 11:04~13:47 26 2 2 2 32 50M    : FT-690(2.5W) / ヘンテナ
430M  : ID-31(2W) / RH-770

JJ1HWM 片桐 鋸山 330m 千葉県富津市 11:51~12:56 15 15 50M    : IC-705(5W) / スカイドア
430M  : IC-705(5W) / 5エレ円ループ

石尊山 486m 10:00~11:00 2 2
深高山 506m 11:35~12:15 2 2

50M    : IC-705(10W) / V.DP
04月22日 JJ1UUN 佐々木 菰釣山 1379m 神奈川県足柄上郡山北町 09:30~13:20 21 3 3 27 144M  : IC-705(10W) / RH770

430M  : IC-705(10W) / RH770
JK1NAG 河野 湘南平 180m 神奈川県平塚市 12:30~12:50 4 4 430M  : FT65 / whip

430M  : FT65 / 八木アンテナ
144M  : IC-T81(5w) / RH-770

JK1RGA 河野 陣⾺山 854.8m 東京都八王子市 11:30~13:00 20 1 21 430M  : IC-T81(5w) / RH-770
1.2G  : IC-T81(5w) / SRH－951ｓ
50M    : FT-817ND / Skydoor
144M  : DJ-G7 / SRH770

JK1VUZ 三縞 万三郎岳 1405m 静岡県伊豆市 11:30~14:30 39 1 3 43 430M  : DJ-G7 / SRH770
430M  : DJ-G7 / 7エレ八木
430M  : FT-817ND / 7エレ八木
1.2G  : DJ-G7 / 8エレ八木
50M    : FT817 / ヘンテナ

JL1BWG 飯田 御座入山 1480m 山梨県都留市 08:00~15:00 73 73 50M    : FT817ND / ヘンテナ
430M  : VX7 / RH770
7M      : IC-7100 / DP

JM3GVH 大梅 御殿山 33m 大阪府枚方市 05:48~11:05 25 2 27 430M  : DJ-G7 / RH770
1.2G  : DJ-G7 / D-LOOP
50M    : IC-705 / ヘンテナ

JR1NNL 後藤 御坂⿊岳 1792m 山梨県笛吹市 10:00~13:00 10 6 1 14 31 144M  : IC-705 / RH770
430M  : IC-705 / RH770

JS1QJE 関口 ⻯喰山 2011m 埼玉県秩父市 12:00~14:00 27 27 144M  : FT-818(2.5w) / HB9CV
430M  : ID-31(2.5w) / ﾌﾟﾘﾝﾃﾅ
50M    : IC-705 / RD-S106

7K2FAE 志村 大山 1252m 神奈川県伊勢原市 09:00~12:00 30 1 25 56 144M  : IC-705 / RH770
430M  : IC-705 / RH770

7M4CUO 山村 大菩薩峠 1897m 山梨県甲州市 08:00~12:00 14 18 430M  : FT-817（1W） / RH770
430M  : VX-6（2.5W） / RH770

JE4OFK 藪内 三ノ塔 1205m 神奈川県秦野市 09:00~12:07 47 1 48 144M  : FT-2902.5W / アローラインAL-144F
430M  : IC-T905W / WHIP

JF2HBH 堤 伽藍山 867m 静岡県伊豆市 09:30~13:00 4 8 10 22 50M    : FT-857（50ｗ） / 2エレHB9CV
144M  : FT-857（50ｗ） / RH-770/4mH

JF6MZN 宮崎 三ノ塔 1205m 神奈川県秦野市 09:45~11:30 58 58 430M  : YAESU FT-65(500mW) / 12エレ八木

JH1QZW 滝沢 城山 434m 東京都あきる野市 07:40~10:20 25 1 26 50M    : FT-817 / PAN-62
430M  : ID-51 / RH-770

諏訪山 1550m 09:32~10:00 3 3
ヤツウチグラ 1490m 10:50~11:11 1 1 2

JJ1HWM 片桐 富山 350m 千葉県南房総市 10:13~11:56 18 18 50M    : IC-705(5W) / スカイドア
430M  : IC-705(5W) / 5エレ円ループ
50M    : IC-705(10W) / V.DP

JJ1UUN 佐々木 大室山 1588m 神奈川県相模原市緑区 09:00~13:35 38 18 56 144M  : IC-705(10W) / RH770
430M  : IC-705(10W) / RH770

JK1IFW 有原 茅ヶ岳 1704m 山梨県北杜市／甲斐市 12:00~13:30 8 8 430M  : FT-70D（2W） / SRH770

04月23日 JK1NAG 河野 三ノ塔 1205m 神奈川県秦野市 09:45~11:30 15 15 430M  : FT65 / whip
430M  : FT65 / 八木アンテナ
50M    : KX3 (5W) / DP

JK1NRL 竹之内 子持山 1297m 群⾺県渋川市/沼田市 09:30~12:40 2 5 14 6 27 144M  : DJ-G7 (1W) / RH-770
430M  : DJ-G7 (1W) / RH-770
1.2G  : DJ-G7 (1W) / SRH-999
50M    : FT-817ND / Skydoor
144M  : DJ-G7 / SRH770

JK1VUZ 三縞 宮塚山 508m 東京都利島村 09:30~12:00 2 1 1 2 1 12 430M  : DJ-G7 / SRH770
430M  : DJ-G7 / 7エレ八木
430M  : FT-817ND / 7エレ八木
1.2G  : DJ-G7 / 8エレ八木
50M    : FT817 / ヘンテナ

JL1BWG 飯田 鳥ﾉ胸山 1208m 山梨県南都留郡道志村 08:00~14:00 18 1 19 50M    : FT817ND / ヘンテナ
430M  : VX7 / RH770

JL1FDI 村上 地蔵岳 1674m 群⾺県前橋市 09:30~13:00 1 13 14 50M    : ピコ6 / ヘンテナ
430M  : ID-31plus(2.5w) / 4×1

JM1RNP 山本 鍋割山 1272m 神奈川県足柄上郡松田町 11:00~13:00 9 9 430M  : DJ-S572W / コリニア１０段
7M      : IC-7100 / DP

1.2G  : DJ-G7 / D-LOOP
JS1QJE 関口 唐松尾山 2109m 埼玉県秩父市 09:00~12:00 6 6 144M  : FT-818(2.5w) / HB9CV

430M  : ID-31(2.5w) / ﾌﾟﾘﾝﾃﾅ
430M/FM:JK1NRL,JL1FDI,7K2FAE,7M4CUO,JJ1UUN

50M/SSB:7K2FAE,JJ1UUN,*JI1TLL,JK1VUZ
1.2G/FM:(JK1NRL)

50M/SSB/AM/CW:JJ1UUN,JL1BWG,JH1QZW,JK1VUZ,JJ1KAE,JF2HBH,7K1BAE,*JM1RNP
430M/FM:JH1HRT

50M/SSB:*JM1RNP,JL1BWG,JF2HBH,JJ1KAE,JR1NNL,JI1TLL,7K1BAE,JJ1UUN

144M/FM:JK1VUZ
430M/FM:JR1NNL

50M/SSB:*JE1AOB,JH1QZW,JJ1UUN,*JJ1STD,JK1VUZ,*JM1RNP,*JK1KDA,JR1NNL,
7K1BAE,JF2HBH,(JA1DGW)

50M/SSB:JH1QZW,JJ1UUN,JL1BWG
430M/SSB/FM:JK1RGA

50M/SSB:JL1BWG,JJ1HWM,JK1VUZ,*JR1NNL
430M/FM/SSB:*JA1VVH,*JJ1IZY,JS1QJE

50M/SSB/CW:JJ1UUN,JJ1HWM
430M/SSB/FM:7K2FAE
430M/FM:JK1NAG

430M/FM:JI1TLL
430M/FM:JR1NNL,JK1RGA,JJ1STD,JE1UMU,JS1QJE,JK1IFW
144M/SSB:JJ1STD,7K2FAE
430M/FM:*JF6MZN
50M/SSB:JL1BWG,(7K2FAE)

430M/FM:JM1RNP,*JE4OFK,*JK1NAG
50M/SSB:*JJ1KAE,*JR1NNL,JL1BWG,*JI1TLL,(7K2FAE)

430M/FM:JJ1UUN

50M/SSB:JI1TLL,JJ1UUN,JL1BWG,7K1BAE,JF2HBH,*JJ1IZY,*JR1KDA
144M/FM:JK1RGA
430M/FM:JJ1HWM

430M  : DJ-G7 / RH770
交野山 341m 10:00~12:22 19 3 22

8 8
JM3GVH 大梅 大阪府交野市

50M/SSB:(*JR1NNL)
430M/FM:*JN1NCB,JS1QJE,*JI1TLL,*JK1RGA,*JA1VVH,(JK1NRL)
430M/SSB/FM:7K2FAE,JF6MZN

旗振山 345m 07:30~09:07

50M/SSB:JH1QZW,JJ1UUN,JF2HBH,(7K2FAE)

430M/FM:(JK1NRL),7M4CUO
430M/FM:JK1VUZ,*JF6MZN

430M/FM:JJ0OPV,JS1QJE,(JL1FDI),7K1CVP,*JN1NCB

430M  : ID51（５W） / RH770
1.2G  : TH-59（0.7W) / ﾂｲﾝﾃﾞﾙﾀﾙｰﾌﾟ

JJ0OPV 清水 群⾺県多野郡上野村 430M/FM:JK1NRL

144M/SSB:*JA1VVH,JJ1UUN

50M/SSB:*JI1TLL,*JJ1STD,JJ1HWM
144M/SSB:JE4OFK
430M/FM:JM1RNP,JS1QJE,*JR1JPD,*JK1RGA,JK1VUZ,*JE1NWF,*JA1VVH

430M/FM:7K1CPT,JK1VUZ

JJ1KAE 岩倉 栃木県足利市 50M/SSB:JH1QZW 50M    : ピコ６+リニア / DP
50M/SSB:JI1TLL
50M/SSB:JL1BWG,JH1QZW,JR1NNL,JI1TLL,JA1DGW,JK1VUZ
144M/FM/SSB:JS1QJE
430M/FM/SSB:JK1NAG

JH1HRT 津村 山梨県大月市 430M  : FT817ND / RH770
430M/FM:JI1TLL

メンバー間交信/相手局
(   )内受信のみ   ＊は⼀⻫移動地以外から

430M/FM:JJ1HWM

50M/SSB:JH1QZW,JF2HBH,JL1BWG,JK1VUZ,JI1TLL
50M/SSB:JJ1UUN

50M/SSB/AM:7K1BAE,JH1QZW,JI1TLL,JK1VUZ,JL1BWG,JR1NNL,*JR1KDA,*JM1RNP

JF3KLH 横田 三重県津市 7M      : FT817ND / IVDP
7M      : FT817ND / LW
50M    : FT817ND / SKYDOOR
144M  : FT817ND / ｺｰﾘﾆｱ



 

 

新規会員募集 
 

山岳移動通信 山と無線 とは 
 

山岳移動通信 山と無線 は山好き・無線好きの各局が集うグループです。 

 

⚫ 情報共有のサロンとして「山と無線メーリングリスト」に参加していただけます。 

⚫ 登山も無線も初心者からベテランまでさまざまな方が参加しています。 

⚫ 年1回発行している「山岳移動通信･山と無線」誌は、移動各局の随想や紀行文･移動運用記

を中心に、メンバーが各々の山行と無線にまつわる出来事を文章に綴り自由に投稿したものから

成り立っている同人誌・ミニコミ誌です。 

⚫ 山岳移動通信 山と無線 に参加して、読むだけでなく随想や紀行文を投稿することでの楽しみ方

を増やしてみませんか。 

⚫ 当グループは特に会費も会則もないグループです。 

⚫ 年に1回位はメンバーで集まろうよということでハムフェアへの出展を続けています。展示ブースは８

月天の川の出会い・アイボールの場でもあります。 

また山にも一緒に行こうよということで、希望者を募り一泊でのアイボール会を例年秋に実施、フェ

スティバルと称し山に登って山頂から電波を出しています。 

 

こんな山岳移動通信 山と無線 への参加を心よりお待ちしています。 
 

ご入会、お問い合わせはホームページをご覧ください。 

http://yamatomusen.com/info/ 

  

http://yamatomusen.com/info/
http://yamatomusen.com/info/
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